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 第 3部「南部信直の蔵入地支配と代官」第 6章「文禄・慶長初期における南部領五戸新田村代官所
について」は、蔵入地の代官所や町の景観を文献史料の他、多様な素材を用いて具体的に復原する。
第 7章「豊臣政権期南部領の三斎市について」は、蔵入地所在の市場が三斎市であったことを実証し、
南部氏権力を支えた機能について論じる。第 8章「豊臣政権期における南部信直の蔵入地支配につい
て」は、蔵入地における年貢米の収納方法および売却方法を検討するなかで、蔵入地をめぐる「側近
層の台頭による当主専制的な体制」と「主君親裁体制」「側近政治」との連続性を明らかにする。 
終章では、論文全体を総括し、「覚」五ヵ条についての評価を述べる。 
本論文は、多数の無年号文書の年次比定という困難な作業を基礎としながら、南部信直発給文書の
緻密な分析を行うことで、所期の目的を達成している。それのみならず、豊臣政権研究、豊臣大名研
究全般に対しても重要な提起を行っている。斯学の発展に寄与すること大であり、本論文提出者は、
博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
